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①
発
祥
の
地
か
ら
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
で
の
パ
レ
ー
ド

は

創
立
の
時
に
思
い
を
馳

し
の

せ
、
先
人
た
ち
を
偲
び
つ

つ
、「
専
修
大
学
発
祥
の
地
」

（
中
央
区
銀
座
３
丁
目
・
築
地

川
公
園
近
く
）
か
ら
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
ま
で
を
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
服
装
を
再
現
し
た
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
学
生
を
中

心
に
、
大
学
関
係
者
な
ど
が

パ
レ
ー
ド
す
る
。

専
修
大
学
校
旗
を
持
っ
て

先
頭
を
歩
く
旗
手
は
創
立
期

（
第
一
世
代
）
・
旧
制
大
学

期
（
第
二
世
代
）
・
戦
後
復

興
期
（
第
三
世
代
）
・
大
学

拡
張
期
（
第
四
世
代
）
の
各

ふ
ん

リ
ー
ダ
ー
に
扮
し
た
学
生

で
、
第
一
世
代
か
ら
順
に
校

旗
を
つ
な
ぎ
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
待
ち
受
け
る
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
（
第
五
世

代
）
に
引
き
継
ぐ
。
パ
レ
ー

ド
に
参
加
を
希
望
す
る
方

（
学
生
・
校
友
・
育
友
）
は
庶

務
課
�
０３
（
３
２
６
５
）
６

８
２
１
ま
で
。

②
創
立
者
同
時
代
展

オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
創
立
者
胸
像
披
露
）

１１
時
４５
分
開
始
。
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
７
号
館
１
階

③
１
３
０
年
記
念
ラ
ン
チ
食

事
会（
明
治
の
食
を
再
現
）

１２
時
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
地
下
ホ
ー
ル
※

④
創
立
１
３
０
年
宣
言

１３
時
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
１
階
広
場

⑤
創
立
者
墓
参
※

※
大
学
関
係
者
、
招
待
者
の
み
。

専
修
大
学
は
、
創
立
１
３
０
年
の
記
念
行
事
を
９
月
１６
日
の
創
立
記
念
日
か
ら
次

々
に
展
開
し
て
い
く
。
日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
に
よ
る「
創
立
１
３
０
年
宣
言
」、

記
念
展
示
、
記
念
講
演
会
、
創
立
１
３
０
年
の
集
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
る
。
学
生
、
卒
業
生
や
育
友
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
（
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。
ま
た
、
９
月
１６
日
に
は
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、

毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
に
全
面
広
告
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
育
友
会
の
協
力
に
よ
り
、

日
本
経
済
新
聞
に
も
全
面
広
告
を
掲
載
す
る
。

私
学
に
お
け
る
高
等
教
育

の
礎
を
築
い
た
創
立
者
４
人

の
足
跡
を
追
い
、
本
学
が
所

蔵
す
る
当
時
の
貴
重
な
書

簡
、
書
籍
や
創
立
者
た
ち
の

所
蔵
品
を
通
じ
て
４
人
が
駆

け
抜
け
た
激
動
の
時
代
を
振

り
返
る
。
一
般
公
開
。

【
場
所
・
期
間
】

▼
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

９
／
１６
～
１０
／
３

▼
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

１０
／
１５
～
１０
／
２７

▼
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１０
／
３１
～
１１
／
１４

▼
東
京
芸
術
劇
場

１１
／
１７
～
１１
／
２２

大
学
記
念
日
の
１０
月
３０
日

に
、
創
立
１
３
０
年
の
記
念

式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
を
開

催
す
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

や

べ

ち
ょ
う
し
ょ
う

矢
部
澄

翔
氏
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
創
立
１

３
０
年
記
念
展
示
を
行
う
。

ま
た
、
本
学
の
４
人
の
創

立
者
を
題
材
に
し
た
歴
史
小

説
『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』
の

著
者
で
直
木
賞
作
家
の
志
茂

田
景
樹
氏
に
よ
る
サ
イ
ン
会

を
開
く
。
大
学
関
係
者
、
招

待
者
の
み
。

※
大
学
記
念
日
は
、
１
９
３

６
年
（
大
正
１１
）
１０
月
３０
日

の
学
制
頒
布
５０
年
記
念
祝
典

で
、
学
長
・
相
馬
永
胤
、
学

監
・
田
尻
稲
次
郎
の
両
創
立

者
が
教
育
功
労
者
と
し
て
文

部
大
臣
表
彰
を
受
け
た
こ
と

を
記
念
し
制
定
し
た
日
。

学
生
を
は
じ
め
、
校
友
、

育
友
も
一
堂
に
集
い
、
オ
ー

ル
専
修
が
創
立
１
３
０
年
を

祝
う
祭
典
。

卒
業
生
で
タ
レ
ン
ト
の
小

堺
一
機
氏
（
昭
５４
経
営
）
と

日
髙
理
事
長
・
学
長
に
よ
る

ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
。
大
学
を
再

認
識
で
き
る
専
修
大
学
検
定

ク
イ
ズ
大
会
な
ど
、
参
加
者

が
一
体
と
な
り
、
専
修
人
で

あ
る
喜
び
と
創
立
１
３
０
年

の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

【
日
時
】
１０
／
３１

１５
時
～

１６
時
４０
分

【
場
所
】
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
体
育
館
（
１
０
０
０

席
を
用
意
）

＊
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、

次
号
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
。

創
立
１
３
０
年
と
２
０
１

０
年
４
月
に
開
設
さ
れ
る
人

間
科
学
部（
心
理
学
科
・
社
会

学
科
）の
開
設
を
記
念
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家

を
迎
え
、
記
念
講
演
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

【
日
時
】
１１
／
６
（
時
間
未

定
）

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

【
講
演
者
】
香
山
リ
カ
氏

（
精
神
科
医
）
、
上
野
千
鶴

子
氏
（
社
会
学
者
）

＊
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、

次
号
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
。

高
校
生
の
た
め
の
経
営
学
実
践
講
座
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
生
が
小
学
校
の
理
科
教
材
を
制
作
…
❸

創
立
１
３
０
年
記
念
事
業
資
金
募
金
寄
付
者
芳
名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹

「
人
間
科
学
部
」
誕
生
、
文
学
部
７
学
科
編
成
に
―

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
…
…
…
…
❻
❼

模
擬
店
出
店
で
本
学
Ｐ
Ｒ
∥
石
巻
川
開
き
祭
り
…
…
…
…
…
…
❽

手
作
り
体
験
を
楽
し
む
∥
ふ
ら
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ツ
ア
ー
…
…
…
❾

専
大
と
と
も
に
～
神
田
神
保
町
探
索
／
文
・
山
田
健
太
ゼ
ミ
生
が
番
組
制
作
…
❿

高
校
教
員
を
対
象
と
し

た
文
学
部
の
研
修
会
が
、

７
月
３０
、
３１
の
両
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

大
学
側
か
ら
の
一
方
通

行
の
講
義
で
は
な
く
、
対

話
型
の
研
修
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
（
英
語

・
国
語
・
世
界
史
・
日
本

史
・
倫
理
・
地
理
・
現
代

社
会
）
が
も
つ
魅
力
を
ど

の
よ
う
に
引
き
出

せ
る
か
、
そ
の
た

め
に
何
が
必
要
か

を
双
方
で
確
認
し

あ
い
、
教
育
の
連

携
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
２
０
０
６
年
夏
か

ら
実
施
。
昨
年
を
大
幅
に

上
回
る
約
２
３
０
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

夜の海中が淡いピンクに染まる――鹿児島県奄美大島

の沿岸で６月、サンゴの産卵が始まった。直径約０．５㍉

の「バンドル」と呼ばれる無数の粒が、海中を粉雪のよ

うに浮遊する。幻想的な光景が目を奪う。６月１３日深夜、

地元の自然写真家、興克樹さん（平５文）が撮影に成功

した＝５面に「校友を訪ねて」。

７
月
３１
日
と
８
月
１
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
。
各
学
部
の
模
擬
授
業
や
個
別
相

談
の
ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
（
サ
ー
フ

ィ
ン
愛
好
会
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好

会
）、「
学
外
特
別
研
修
・
海
外
特
別
研

修
」
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も
行
わ
れ

た
。
大
学
生
の
日
常
生
活
を
描
い
た
入

学
セ
ン
タ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
制
作
の

「K
a
n
d
a

C
a
m
p
u
s

L
i
f
e

」
の
上

映
は
、
大
好
評
だ
っ
た
。
次
回
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
９
月
２１
日
（
月
・

祝
）
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
。

本
学
で
は
、
災
害
に
よ
り
実
家
が
被
災
し
た
学
生
に
対
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
各
担
当
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

学
生
生
活
課
（
生
田
）
�
０
４
４
（
９
１
１
）
１
２
６
７
・
（
神
田
）
�
０３
（
３
２
６
５
）
６
８
２
４
、
二
部

事
務
課
�
０３
（
３
２
６
５
）
８
３
５
９
、
大
学
院
事
務
課
（
生
田
）
�
０
４
４
（
９
１
１
）
１
２
７
１
・
（
神
田
）

�
０３
（
３
２
６
５
）
６
５
６
８
、
法
科
大
学
院
事
務
課
�
０３
（
３
２
６
５
）
６
８
９
１

＊
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
緊
急
・
応
急
採
用
等
の
応
募
に
関
し
て
も
各
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

９月１６日に「創立１３０年」

▲ １９７９年、東京・銀座に建立

された「発祥の地」碑（金

子鷗亭・揮ごう）。ここ

で最初の授業が行われた

ピンクに染まる奄美の海

興

克
樹
さ
ん
（
平
５
文
）
撮
影

▲ 太陽がさんさんと降り注

ぐ和瀬海岸のサンゴ礁

「ライティング指導の思わぬ
落とし穴」（田邉祐司教授）

「辞書に現れないことばの
変化」（加藤安彦教授）

▲ 世界で奄美大島

にだけ生息する

野鳥ルリカケス

幻想広がるサンゴ産卵

高
校
教
員
と

対
話
型
研
修
会

部

■
９
月
１６
日
の
行
事

学

▲ 水深約４㍍の海中で一斉に産卵する

枝サンゴの一種、スギノキミドリイ

シ＝奄美大島の和瀬海岸沖

文

■
学
生
と
と
も
に
１
３
０
年

「
創
立
１
３
０
年
の
集
い
」

あいさつする

矢野建一学部長

■
歴
史
展
示「
創
立
者
同
時
代
展
」

学生スタッフ大活躍
●オープンキャンパス●

■
創
立
１
３
０
年
記
念
・
新
学
部
開
設
記
念

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「新たなる源氏物語の時空」
（小山利彦教授）

「現代倫理学からのテーマ」
（大庭健教授）

■
「
創
立
１
３
０
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
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